
聖
せい

書
しょ

には、「すべての 人
ひと

は 罪
つみ

を 犯
おか

したため、神
かみ

の 栄
えい

光
こう

を 受
う

けられなく なっている」 1 と 書
か

かれて います。
だれでも、時

とき

には、まちがいを したり、人
ひと

を きずつけて しまったり、神
かみ

様
さま

を 悲
かな

しませるような ことを したり してしまいます。

　神
かみ

様
さま

は、わたしたちが 完
かん

ぺきには なれない ことを ご存
ぞん

じです。
それで、わたしたちに 神

かみ

様
さま

の 愛
あい

と ゆるしを 示
しめ

すために、
ご自

じ

身
しん

の 息
むす

子
こ

である イエス様
さま

を 地
ち

上
じょう

に 送
おく

って 下
くだ

さいました。

　「神
かみ

は その ひとり子
ご

を 世
よ

に つかわし、彼
かれ

によって わたしたちを 

生
い

きるように して 下
くだ

さった。それに よって、わたしたちに 対
たい

する 神
かみ

の 

愛
あい

が 明
あき

らかに されたので ある。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ヨハネの 第
だい

一
いち

の 手
て

紙
がみ

 4:9）

1 口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ローマ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 3:23 参
さん

照
しょう



　「見
み

よ、わたしは 戸
と

の 外
そと

に

立
た

って、たたいて いる。

だれでも わたしの 声
こえ

を 聞
き

いて

戸
と

を あけるなら、わたしは 

その 中
なか

に はいって 彼
かれ

と 食
しょく

を 

共
とも

に し、彼
かれ

も また わたしと 

食
しょく

を 共
とも

に するで あろう。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ヨハネの 

  黙
もく

示
し

録
ろく

 3:20）

　イエス様
さま

は、わたしたちの 生
せい

活
かつ

の 一
いち

部
ぶ

に なりたいと 
思
おも

い、わたしたちの 心
こころ

の とびらを ノックして、中
なか

に 
入
はい

って いいか、たずねて おられます。イエス様
さま

は、
わたしたちの 心

こころ

の 中
なか

に 住
す

みたいのです。そうすれば、
わたしたちも、イエス様

さま

みたいに 神
かみ

様
さま

と 近
ちか

く なれる
からです。



　「・・・神
かみ

の 賜
たま

物
もの

は、わたしたちの 主
しゅ

キリスト・イエスによる 

永
えい

遠
えん

の 命
いのち

なのです。」（新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ローマの 信
しん

徒
と

への 手
て

紙
がみ

 6:23）

　イエス様
さま

が 地
ち

上
じょう

に 来
き

て わたしたちのために 死
し

んで 下
く だ

さったのは、
わたしたちが、神

かみ

様
さま

の 永
えい

遠
えん

の 命
いのち

と 救
すく

いの おくり物
もの

を 受
う

け取
と

る ことが 
できるように なるためです。

　わたしたちは、毎
まい

日
にち

 イエス様
さま

の 助
たす

けが 必
ひつ

要
よう

です。
まちがって してしまう ことへの ゆるしが 必

ひつ

要
よう

なのです。



　「もし、わたしたちが 自
じ

分
ぶん

の

罪
つみ

を 告
こく

白
はく

するならば、神
かみ

は 

真
しん

実
じつ

で 正
ただ

しい 方
かた

で あるから、

その 罪
つみ

を ゆるし、すべての 

不
ふ

義
ぎ

から わたしたちを 清
きよ

めて

下さる。」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、

ヨハネの 第
だい

一
いち

の 手
て

紙
がみ

 1:9）

　まちがいを みとめて 神
かみ

様
さま

に 助
たす

けを 求
もと

めると、神
かみ

様
さま

は 心
こころ

の 中
なか

で みわざを 行
おこな

い、わたしたちを 
もっと 神

かみ

様
さま

に 似
に

た ものと する ことが できます。イエス様
さま

は、わたしたちの 友
とも

だちに なり、助
たす

けたいと 
思
おも

って おられるのです。
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　イエス様
さま

に、わたしたちの 生
せい

活
かつ

の 一
いち

部
ぶ

に なって 
下
くだ

さいと お願
ねが

いすると、イエス様
さま

は わたしたちを 
近
ちか

くに 引
ひ

き寄
よ

せ、わたしたちの くらしと 心
こころ

を、
良
よ

い もので 満
み

たして 下
くだ

さいます。

　「神
かみ

ご自
じ

身
しん

、『わたしは、決
けっ

して 

あなたから はなれず、決
けっ

して あなたを 

置
お

き去
ざ

りには しない』と 言
い

われました。」

（新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、ヘブライ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 13:5）

　わたしたちは、イエス様
さま

を 通
とお

して 神
かみ

様
さま

の 愛
あい

を より良
よ

く 知
し

る ことが 
できます。イエス様

さま

は、いつも わたしたちと 共
とも

に おられます。イエス様
さま

の 　　　
　　　　　　　　　愛

あい

は わたしたちの 内
うち

に あって、必
ひつ

要
よう

な 時
とき

には いつも 
　　　　　　　　　　　　　　　　　助

たす

けて くれます。神
かみ

様
さま

の 愛
あい

は、決
けっ

して 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　失

しつ

望
ぼう

させる ことは ありません。
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